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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高温石英混合結晶を主な結晶相として有し、避けることのできない極微量を除いては、
化学的清澄剤用の酸化ヒ素及び酸化アンチモンを含有しない、ガラスセラミックからなる
、カラー表示能力が改善された透明な有色クックトップ又はハブであって、
　Ｃ光源におけるＣＩＥのＸＹＺ表示系のＹ値（明度）が０．８～２．５、１６００ｎｍ
赤外線における透過率が４５％～８５％、
　透過率が、
　４５０ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
　５００ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
　５５０ｎｍにおいて０．２５％より大きく、
　６３０ｎｍにおいて３％～９％であり、及び
　前記ガラスセラミックの組成が、酸化物に基づく重量％で、以下の要件：
１＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜８
を満たすこと、
を特徴とする、クックトップ又はハブ。
【請求項２】
　透過率が１６００ｎｍにおいて５０％～８０％であり、かつ、
　Ｃ光源におけるＣＩＥのＸＹＺ表示系のＹ値（明度）が１．０～２．０であることを特
徴とする、請求項１に記載のクックトップ又はハブ。
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【請求項３】
　前記ガラスセラミックの組成が、酸化物に基づく重量％で、かつ、成分含有量の上限と
下限の範囲が：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　３．０～４．２
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　　０．２～１．５
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　　０～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　１９～２３
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　６０～６９
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　２．５～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．５～２
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０～３
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．１～０．６未満
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　　３．８～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０６
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０．０３～０．２
　からなり、かつ、
１＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜８
　である、請求項１又は２に記載のクックトップ又はハブ。
【請求項４】
　出発ガラスが、２時間未満の継続時間でガラスセラミックの結晶化のための熱処理を行
うことができる高速セラミック化性能を有し、かつ、ガラスセラミックの組成が、酸化物
に基づく重量％で、かつ、成分含有量の上限と下限の範囲が：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　３．２～４．２
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　　０．２～１．５
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　　０．１～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　０～１
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　１９～２３
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　６０～６８
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　２．８～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．８～１．８
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．１～０．６未満
Σ　ＴｉＯ２＋ＳｎＯ２＋ＺｒＯ２　　４．４～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０５
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０．０７～０．１８
　からなり、かつ、
２＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜６
　であることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載のクックトップ又はハブ
。
【請求項５】
　酸化物に基づく重量％単位で：
　ＣａＯ　０．２～１
　ＳｒＯ　０．１～１
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を含有する、前記ガラスセラミックの組成を特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に
記載のクックトップ又はハブ。
【請求項６】
　結晶性出発ガラスが良好な可融性及び耐失透性を有し、ガラスの粘度が１０４ｄＰａｓ
のときの温度である加工温度ＶＡが１３２０℃未満であり、失透上限が少なくともＶＡよ
り３０℃低く、前記ガラスセラミックの組成が酸化物に基づく重量％で、かつ、成分含有
量の上限と下限の範囲が：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　３．２～４．０
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　０．２～１
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　　０．４～１．２
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１．２
ＣａＯ　　　　　　　　　　　　　　　０．２～１
ＳｒＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１
ＢａＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～３
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　　０．２～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１．８
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　０～１
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　１９～２２
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　６２～６７
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　２．８～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．５～１．６
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．１～０．５
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　　４．２～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０５
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０．０８～０．１５
及び
２＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜６
　であることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載のクックトップ又はハブ
。
【請求項７】
　１５８０℃より高い温度における１ｂａｒの、ガラスセラミック及び／又は結晶性出発
ガラスの平衡酸素分圧ｐＯ２を特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載のクック
トップ又はハブ。
【請求項８】
　前記平衡酸素分圧が、１７００℃より高い溶融ガラスの温度によって設定されることを
特徴とする、請求項７に記載のクックトップ又はハブ。
【請求項９】
　０．０４重量％未満のＶ２Ｏ５含有率を特徴とする、請求項７又は８に記載のクックト
ップ又はハブ。
【請求項１０】
　前記ガラス溶融物の温度が１７００℃より高く、ガラス１ｋｇ当たり気泡が５個未満で
ある気泡数が得られ、前記Ｆｅ２Ｏ３含有率が前記ＳｎＯ２含有率の少なくとも２０重量
％であることを特徴とする、請求項１～９のいずれか一項に記載のクックトップ又はハブ
。
【請求項１１】
　通常の赤色ディスプレイの代わりに又はこれに加えて、青色、緑色、黄色、橙色又は白
色の１つ又は複数の他のカラーディスプレイを使用することを特徴とする、請求項１～１
０のいずれか一項に記載のクックトップ又はハブ。
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【請求項１２】
　カラー表示能力が改善された透明な有色クックトップ又はハブを製造する方法であって
、該有色クックトップ又はハブが、高温石英混合結晶を主な結晶相として有するガラスセ
ラミックからなり、避けることのできない極微量を除いては、化学的清澄用の酸化ヒ素及
び酸化アンチモンを分配することなく、調理領域を、
　透過率が、
　４５０ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
　５００ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
　５５０ｎｍにおいて０．２５％より大きく、
　６３０ｎｍにおいて３％～９％であり、
　Ｃ光源におけるＣＩＥのＸＹＺ表示系のＹ値（明度）が０．８～２．５であり、
　１６００ｎｍの赤外線における透過率が４５％～８５％、
となるように設定し、及び
　前記ガラスセラミックの組成が、酸化物に基づく重量％で、以下の要件：
１＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜８
を満たす、
ことを特徴とする、クックトップ又はハブを製造する方法。
【請求項１３】
　１６００ｎｍにおける透過率を５０％～８０％、及び、Ｃ光源におけるＣＩＥのＸＹＺ
表示系のＹ値（明度）を１．０～２．０に設定することを特徴とする、請求項１２に記載
のクックトップ又はハブを製造する方法。
【請求項１４】
　酸化物に基づく重量％で、かつ、成分含有量の上限と下限の範囲が：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　３．０～４．２
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　０．２～１．５
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　　　０～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　１９～２３
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　　６０～６９
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　　２．５～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　　　０．５～２
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　　０～３
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　　　０．１～０．６未満
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　　　３．８～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０６
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　０．０３～０．２
　からなり、かつ、
１＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜８
　であるガラスセラミックの組成を使用することを特徴とする、請求項１２又は１３に記
載のクックトップ又はハブの製造する方法。
【請求項１５】
　結晶性出発ガラスが、２時間未満の継続時間でガラスセラミックの結晶化のための熱処
理を行うことができる高速セラミック化性能を有し、酸化物に基づく重量％で、かつ、成
分含有量の上限と下限の範囲が：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　３．２～４．２
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　　０．２～１．５
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ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　　０．１～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　０～１
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　１９～２３
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　６０～６８
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　２．８～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．８～１．８
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．１～０．６未満
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　　４．４～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０５
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０．０７～０．１８
　からなり、かつ、
２＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜６
　である組成を使用することを特徴とする、請求項１２～１４のいずれか一項に記載のク
ックトップ又はハブの製造する方法。
【請求項１６】
　８０分未満の総継続時間を有する、請求項１５に記載の結晶性出発ガラスの高速セラミ
ック化によりクックトップ又はハブを製造する方法であって、前記セラミック化を、以下
のプログラム：
　ａ）前記結晶性ガラスの温度を約６８０℃の温度まで３分～３０分以内に上げること、
　ｂ）前記結晶性ガラスの温度を６８０℃～８００℃の核形成の温度範囲内に約１０分～
３０分間かけて上げること、
　ｃ）核含有ガラスの温度を５分～３０分以内に８５０℃～９５０℃の高結晶成長速度の
温度範囲内に上げること、
　ｄ）高温石英混合結晶タイプの結晶を結晶化核上で成長させるために、８５０℃～９５
０℃の最大温度の温度範囲内で最大２０分維持すること、及びその後、
　ｅ）得られたガラスセラミックを室温まで急冷すること、
によって実施することを特徴とする、クックトップ又はハブを製造する方法。
【請求項１７】
　酸化物に基づく重量％単位で：
　ＣａＯ　０．２～１
　ＳｒＯ　０．１～１
を含有する組成を使用することを特徴とする、請求項１２～１６のいずれか一項に記載の
クックトップ又はハブを製造する方法。
【請求項１８】
　結晶性初期ガラスが可融性及び失透安定性を有し、ガラスの粘度が１０４ｄＰａｓのと
きの温度である加工温度ＶＡが１３２０℃未満であり、失透上限が少なくともＶＡより３
０℃低く、酸化物に基づく重量％で、かつ、成分含有量の上限と下限の範囲が：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　３．２～４．０
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　０．２～１
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　　０．４～１．２
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　　０．１～１．２
ＣａＯ　　　　　　　　　　　　　　　０．２～１
ＳｒＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１
ＢａＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～３
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　　０．２～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　　０～１．８
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Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　　０～１
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　１９～２２
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　６２～６７
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　　２．８～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．５～１．６
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　　０．１～０．５
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　　４．２～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０５
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０．０８～０．１５
　及び
２＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜６
　の組成を使用することを特徴とする、請求項１２～１７のいずれか一項に記載のクック
トップ又はハブを製造する方法。
【請求項１９】
　１５８０℃より高い温度において、ガラスセラミック及び／又は結晶性出発ガラスの平
衡酸素分圧ｐＯ２が１ｂａｒに設定されることを特徴とする、請求項１２～１８のいずれ
か一項に記載のクックトップ又はハブを製造する方法。
【請求項２０】
　前記平衡酸素分圧が、１７００℃より高い溶融ガラスの温度で設定されることを特徴と
する、請求項１９に記載のクックトップ又はハブを製造する方法。
【請求項２１】
　０．０４ｗｔ％未満のＶ２Ｏ５含有率を使用することを特徴とする、請求項１９又は２
０に記載の方法。
【請求項２２】
　１７００℃より高い溶融ガラスの温度に基づき、ガラス１ｋｇ当たり気泡が５個未満で
ある気泡数が得られ、Ｆｅ２Ｏ３含有率がＳｎＯ２含有率の少なくとも２０重量％未満で
あることを特徴とする、請求項１２～２１のいずれか一項に記載のクックトップ又はハブ
を製造する方法。
【請求項２３】
　通常の赤色ディスプレイの代わりに又はこれに加えて、青色、緑色、黄色、橙色又は白
色の１つ又は複数の異なるカラーディスプレイを使用することを特徴とする、請求項１２
～２２のいずれか一項に記載のクックトップ又はハブを製造する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高温石英混合結晶を主な結晶相として有するガラスセラミックを含む、カラ
ー表示能力（colored display capability）が改善された、透明な有色クックトップ（co
oktop）又はハブ（hob）、及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　クックトップ又は調理表面としてガラスセラミックプレートを有する調理ハブは、一般
的な技術である。このようなガラスセラミックプレートは通常、平面的なプレートとして
利用可能であるか、又は三次元的に造形される。
【０００３】
　高温石英混合結晶を主な結晶相として有するガラスセラミックは、結晶性リチウムアル
ミニウムケイ酸ガラスからなる。
【０００４】
　これらのガラスセラミックの製造は数段階で行われる。
【０００５】
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　ガラスセラミックは数段階で製造される。結晶化は、ガラスの破片の混合物と、１５０
０℃～１６５０℃の温度で通常溶融する原材料の粉末状混合物とからなるガラスから開始
される。溶融プロセス中では通常、酸化ヒ素及び／又は酸化アンチモンを清澄剤（refini
ng agent）として使用する。これらの清澄剤は、要求されるガラスセラミック特性に適合
するものであり、溶融塊の優れた気泡特性（blister qualities）をもたらす。これらの
物質は、ガラス構造中にしっかりと包埋されていても、それでもなお、安全性及び環境保
護の側面から不利益を与える。したがって、原材料の抽出、原材料の加工中、及び溶融中
の気化により、特別な注意を払わなければならない。
【０００６】
　近年とりわけ、ＳｎＯ２の利用が無害な清澄剤として記載されている。ＳｎＯ２に加え
て、従来の溶融温度（最大約１６８０℃）における完全な気泡特性を達成するために、好
ましくはハライド化合物がさらなる清澄剤として使用されている。このため、特許文献１
及び特許文献２において、０．１重量％～２重量％のＳｎＯ２及び０重量％～１重量％の
Ｃｌの使用が記載されている。これらの文献によると、単独の着色剤としてＶ２Ｏ５を添
加することで着色が達成される。
【０００７】
　ＳｎＯ２による清澄を助けるような０．０５重量％～１重量％のフッ素（特許文献３）
又は０．０１重量％～１重量％の臭素（特許文献４）の添加も開示されている。また、こ
れらの文献には、１７００℃未満の清澄温度が記載されている。主な着色剤はＶ２Ｏ５で
ある。溶融温度内でハライドが著しく気化するというような、ハライドの添加による欠点
は、ハライドがＨＦ等の毒性化合物を生成することである。
【０００８】
　良好な気泡特性を達成するような１７００℃を超える高温清澄に関連するＳｎＯ２の使
用が、特許文献５に記載されている。しかしながら、この文献は、４５０ｎｍから始まる
波長範囲内における良好な表示能力の達成を導くものではない。
【０００９】
　溶融及び清澄後、ガラスは一般に、プレートを製造するために、圧延又はその後のフロ
ーティングによる熱間成形を経ている。経済的な生産の面では、低溶融温度及び低加工温
度ＶＡが望ましいが、他方では、ガラスが造形プロセス中に何ら失透を示さないのがよい
。これは、結晶が出発ガラス及びそれから製造されるガラスセラミックにおける強度に影
響を及ぼす可能性があるため、支障をきたす結晶の形成が認められないことを意味する。
ガラスの加工温度ＶＡ付近（粘度１０４ｄＰａｓ）で形成を実施する場合、溶融物の上限
失透温度は、支障をきたす結晶の形成を防ぐために、加工温度付近、又は好ましくはこれ
よりも低い温度であると保証されなければならない。その後、制御された結晶化により出
発ガラスをガラスセラミック物品へと変換する。このセラミック化は、初めに６８０℃～
８００℃の温度で核形成が起こることを通じて、通常、ＺｒＯ２／ＴｉＯ２混合結晶から
なる種結晶が生成する、二段階温度プロセスで実施される。ＳｎＯ２も核形成に関与し得
る。その後の温度上昇に起因して、高温石英混合結晶は、これらの結晶化核又は種結晶上
で成長する。高結晶成長速度が経済的で速いセラミック化のために望まれるが、それは８
５０℃～９５０℃の温度で達成される。この最大生成温度で、セラミック混合物の構造は
均質化し、ガラスセラミックの光学特性、物理特性及び化学特性が調整されると考えられ
る。必要に応じて、高温石英混合結晶は続いて、ケアタイト混合結晶へと変換され得る。
ケアタイト混合結晶への変換は、約９５０℃～１２００℃の範囲の温度上昇により達成さ
れる。高温石英のケアタイト混合結晶への変換を通じて、ガラスセラミックの熱膨張係数
が増大する一方で透明度が減少し、これは、結晶サイズの増大及びそれに伴う光散乱によ
って生じる。概して、ケアタイト混合結晶を主な相として有するガラスセラミックはそれ
ゆえ、半透明又は不透明であり、これに関連する光散乱は、表示能力に対する負の効果を
有する。
【００１０】
　高温石英混合結晶を主な結晶相として有するこれらのガラスセラミックの重要な特徴は
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、室温～７００℃以上までの範囲における０．５×１０－６／Ｋ未満の極めて低い熱膨張
係数の特性を有する材料の製造である。低熱膨張係数に起因して、これらのガラスセラミ
ックは、優れた耐温度差及び耐熱衝撃性を有する。
【００１１】
　調理領域としての使用に関して、実際の使用により生まれた要求に基づく技術進歩は、
透過率に関して、極めて特異的かつ部分的に相反する需要をもたらした。
【００１２】
　ガラスセラミック調理表面の下の技術部品の憂慮すべき視認性（disturbing visibilit
y）を防止するために、また輻射加熱要素、とりわけ明るいハロゲンヒータによって生じ
るまぶしさを防ぐために、ガラスセラミッククックトップ又はハブは、その光透過率が制
限される。他方、輻射加熱器は、低出力で動作する場合でも、操作中はっきりと視認する
ことができる必要がある。また表示能力に関しては、一般的な赤色ＬＥＤを調理プレート
の下に搭載するため、或る程度の光透過率が要求される。これらの要求を満たすために、
ガラスセラミッククックトップ又はハブは通常、０．５％～２．５％の光透過率に設定さ
れる。これは、着色要素の添加によって達成される。よって、ガラスセラミッククックト
ップ又はハブは、使用される色要素とは無関係に、使用される発色要素、例えば多くの場
合、赤色、赤紫色又は橙褐色による低い光透過率及び透明度に起因して上から見ると黒色
に見える。
【００１３】
　カラーディスプレイは、発光電子部品、主に光ダイオードからなり、調理表面の下に設
置される。それらには、使用し易さ及び安全運転が望まれる。それゆえ、例えば、様々な
調理帯域の現在の火力又は余熱が光学的に表される。余熱の表示は、とりわけラジエータ
が放熱していないとき、又は一般的に調理表面が熱いか認識できない誘導加熱されたクッ
クトップ又はハブの場合に、安全に取扱うために重要である。通常赤色ＬＥＤは６３０ｎ
ｍ周辺の波長で放射する。技術的な機能を改善するために、また家庭用機器製造業者に設
計による差別化の可能性を与えるために、通常の赤色ディスプレイに加えて、他のカラー
ディスプレイも必要とされる。
【００１４】
　赤外線では、４５％～８５％のクックトップ又はハブの透過率が望ましい。
【００１５】
　赤外線における高透過率は、輻射が調理ポットの底面に直接当たり、そこで吸収されて
、より速い湯通しが達成されることから有益である。透過率が高すぎると、例えば、自由
輻射（free radiant）調理帯域からポットを移動させたときに、誤った操作に起因して、
調理表面の周辺領域が強力に温まり過ぎるおそれがある。
【００１６】
　Ｃｅｒａｎ　Ｃｏｌｏｒ（登録商標）として知られている、SCHOTT AGにより製造され
る、より以前のタイプのガラスセラミッククックトップ又はハブは、良好な色表示能力を
有している。Ｃｅｒａｎ　Ｃｏｌｏｒ（登録商標）は、ＮｉＯ、ＣｏＯ、Ｆｅ２Ｏ３及び
ＭｎＯの添加により着色され、Ｓｂ２Ｏ３によって清澄される。色酸化物のこの組合せに
より、４ｍｍの一般的な厚みを有するクックトップ又はハブに関して、通常１．２％の光
透過率が達成される。３８０ｎｍ～５００ｎｍの範囲の透過率は、波長に応じて０．１％
～２．８％である。従来の赤色ＬＥＤでは、６３０ｎｍの波長で透過率は約６％である。
このより以前のタイプのガラスセラミッククックトップ又はハブの欠点は、使用される色
酸化物が、赤外線を極めて強力に吸収することである。１６００ｎｍにおけるＩＲ透過率
は２０％未満である。よって、湯通し速度が減少する。Ｃｅｒａｎ　Ｃｏｌｏｒ（登録商
標）の透過率曲線は、非特許文献１に示されている。組成は非特許文献２に挙げられてい
る。
【００１７】
　新たなさらに開発されたガラスセラミッククックトップ又はハブでは、可視範囲内にお
ける吸光の特殊な特性を有し、かつ、赤外線における高透過率を可能にするため、Ｖ２Ｏ
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５を着色に主に使用している。
【００１８】
　Ｖ２Ｏ５による着色は非常に複雑なプロセスである。これまでの研究に示されるように
（特許文献５）、酸化バナジウムの着色状態への変換は酸化還元プロセスである。結晶性
出発ガラス中、Ｖ２Ｏ５は依然として比較的弱く呈色し、わずかに緑がかった色調しかも
たらさない。セラミック化中に、酸化還元プロセスが進行し、バナジウムが還元され、酸
化還元パートナーが酸化される。清澄剤が主なパートナーとして作用する。これは、Moes
sbauerの研究により、Ｓｂ及びＳｎで清澄した成分について示されている。セラミック化
プロセス中、Ｓｂ３＋、Ｓｎ２＋各々の一部が、出発ガラス中、より高い酸化状態である
Ｓｂ５＋、Ｓｎ４＋へとそれぞれ移行する。Ｖ４＋又はＶ３＋のような還元された酸化状
態のバナジウムが種結晶中に組み込まれ、電子電荷移行反応により強力に呈色すると想定
される。さらなる酸化還元パートナーとして、ＴｉＯ２も酸化バナジウムの着色作用を強
めることができる。出発ガラス中の酸化還元パートナーの種類及び量に加えて、酸化還元
状態もまた、溶融プロセス中にガラスに定められる影響を有する。低い酸素分圧ｐＯ２（
溶融還元により調整）は、例えば溶融温度を上げることによって酸化バナジウムの着色作
用を強める。
【００１９】
　酸化バナジウムの着色作用に対するさらなる影響は、セラミック化条件によってもたら
される。
【００２０】
　特定の高セラミック化温度及びより長いセラミック化時間はより強力な着色をもたらす
。
【００２１】
　専門家は、必要な透過率曲線を設定するために、或る特定の組成のガラスを使用した、
Ｖ２Ｏ５による着色プロセス中、溶融中のｐＯ２の或る特定の酸化還元調整及びセラミッ
ク化条件の上記関係を活用するであろう。しかしながら、今まで、仕様を満たす光透過率
、高ＩＲ透過率、並びに規格に準拠する赤色ＬＥＤについての表示性能等の要件を、種々
の有色光ディスプレイに関して改善された表示性能又は表示性能と併せて全て満足のいく
ものにすることは不可能であった。酸化バナジウムの吸収バンドの形状、それゆえ、４５
０ｎｍより大きく上限７５０ｎｍまでの全波長範囲内の可視光範囲における透過率は、よ
り高い透過率に適合し得なかった。
【００２２】
　このようなＶ２Ｏ５着色ガラスセラミックックトップ又はハブ型の例は、Ｓｂ２Ｏ３で
清澄したＣｅｒａｎ　Ｈｉｇｈｔｒａｎｓ（登録商標）及びＳｎＯ２で清澄したＣｅｒａ
ｎ　Ｓｕｐｒｅｍａ（登録商標）であり、これらはSCHOTT AG社により製造されている。
これらの２つのガラスセラミックの透過率曲線は、非特許文献３に掲載されている。
【００２３】
　カラーディスプレイ、特に青色及び緑色のディスプレイの視認性に関する限り、上述の
ガラスセラミッククックトップ又はハブ、及び市場で入手可能な他のガラスセラミックク
ックトップの０．１％の透過率を受けるため、約４５０ｎｍ～５５０ｎｍの波長も重要で
ある。透過率に対する他の本質的な要件、例えば、高湯通し速度に関する高赤外線透過率
、約６３０ｎｍにおける標準的な赤色光ＬＥＤに関する仕様に準拠する透過率、及び約１
．５％の光透過率は、これらのガラスセラミッククックトップ又はハブによって満たされ
る。
【００２４】
　この欠点を解決するために、特許文献６は、標準光Ｃを用いてＣＩＥカラーシステムに
おいて測定され、２．５～１５のＹ値（明度）を示す、３ｍｍの厚みのガラスセラミック
クックトップ又はハブを記載している。「明度」及び光透過率という用語は、実際には同
じ測定量である。Ｙ値は、ＤＩＮ　５０３３に準拠して測定される光透過率の値と同一で
ある。この光透過率の改善によって、青色及び緑色のＬＥＤに関するディスプレイを得る
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ことができる。開示されている組成物は、Ａｓ２Ｏ３及び／又はＳｂ２Ｏ３により、場合
によってはＳｎＯ２と組み合わせて清澄されている。着色はＶ２Ｏ５によって行われる。
比較例では、光透過率が１．９％である場合、挙げられる材料組成を伴う青色及び緑色の
ＬＥＤについての表示能力が、不十分であることが示されている。少なくとも２．５％の
、好ましくはより高い、添付の請求項に記載の高い値の光透過率は、調理表面の下の電子
部品の被覆率に関する限り、不利益を与える。加えて、上から見た場合に、調理表面の黒
色の美観が損なわれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２５】
【特許文献１】特開平１１－１００２２９号
【特許文献２】特開平１１－１００２３０号
【特許文献３】米国特許出願公開第２００７／０００４５７８号
【特許文献４】米国特許出願公開第２００８／００２６９２７号
【特許文献５】独国特許第１９９３９７８７号
【特許文献６】欧州特許出願公開第１４６５４６０号
【非特許文献】
【００２６】
【非特許文献１】"Low Thermal Expansion Glass Ceramics", editor Hans Bach, Spring
er-Verlag Berlin Heidelberg 1995, on page 66 (ISBN 3-540-58598-2)
【非特許文献２】"Glass-Ceramic Technology, by Wolfram Hoeland and George Beall, 
The American Ceramic Society 2002 on table 2-7
【非特許文献３】"Low Thermal Expansion Glass Ceramics", Second Edition, Editor H
ans Bach, Dieter Krause, Springer-Verlag Berlin Heidelberg 2005, page 63 (ISBN 3
-540-24111-6)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２７】
　本発明の目的は、カラー表示能力が改善された透明なカラークックトップ又はハブ、ま
た、高温石英混合結晶を主な結晶層として有し、経済的及び環境に優しい生産に適する、
化学清澄用の酸化ヒ素及び／又は酸化アンチモンをいずれも最大でも避けることのできな
い極微量しか含有しない、ガラスセラミックからなるクックトップ又はハブを製造する方
法を提供することである。さらに、経済的な生産のための出発ガラスは、容易に溶融可能
かつ清澄可能であり、高い失透安定性を有し、短期間にセラミック化可能であるものとす
る。クックトップ又はハブは、クックトップ又はハブに関して要求される全てのさらなる
需要、即ち、耐薬品性、温度耐性、及び高温耐性／長期曝露耐性の観点から、それらの特
性の変化（熱膨張、透過率、機械的応力の発生等）に関して十分なものである。
【課題を解決するための手段】
【００２８】
　これらの目的は、添付の請求項に記載のクックトップ又はハブによって、また添付の請
求項に記載の方法によって実現される。
【００２９】
　カラークックトップは、４５０ｎｍより大きい全波長範囲内の可視光範囲における０．
１％を超える透過率、０．８％～２．５％の可視光透過率、及び４５％～８５％の１６０
０ｎｍの赤外線における透過率を特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】ガラス番号９に関して、ｐＯ２の測定結果及び平衡酸素分圧の温度Ｔ（ｐＯ２＝
１ｂａｒ）の決定を示す図である。
【図２】本発明のサンプル番号１８及び１９と、比較用サンプル番号１７の透過率曲線を
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表す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明によれば、ガラスセラミッククックトップ又はハブの下の技術部品の憂慮すべき
視認性を防ぐこと、及び上から見た黒色の美観を保証することが、０．８％～２．５％の
光透過率によって確保される。輻射加熱要素は操作中に視認することができ、通常の視認
可能な赤色ＬＥＤディスプレイも視認することができる。４５０ｎｍからの全波長範囲の
可視光範囲内における０．１％を超える透過率は、種々のカラーディスプレイをはっきり
と認識可能にする。市販の青色、緑色、黄色又は橙色のＬＥＤの光度を鑑みれば、この透
過率は十分なものであり、現行の技術水準の観点から有意な改善をもたらす。とりわけ、
青色及び緑色を伴うディスプレイが著しく改善された。白色光を伴うディスプレイには、
４５０ｎｍより大きい全波長範囲における透過率に関してあまりひずみがない。３５０ｎ
ｍ未満の紫外線範囲では、既知のガラスセラミック調理パネルの０．０１％よりも有意に
小さい低透過率が、本発明による調理パネルによっても保証される。ＵＶ光の遮断は、調
理パネルの下の技術設備における青色等の有機成分の保護、並びに、紫外線成分を有する
青色ＬＥＤを表示目的で使用する場合の調理プロセス中の保護に有益である。１６００ｎ
ｍで測定される４５％～８５％に定められる赤外線透過率によって、高湯通し速度及び調
理パネルの隣接表面の許容不可能な加熱からの保護への需要が達成される。本発明による
透過率及び光透過率の値はクックトップ又はハブの機能にとって決定的なものであるため
、それらは、通常２．５ｍｍ～６ｍｍの範囲であるクックトップ又はハブの厚みに依存し
ないと考えられる。厚みが薄ければ、強度の点から不利益を被り、厚みが厚ければ、それ
によってより多くの材料が必要となり、またセラミック化速度が減少するため、非効率で
ある。大抵、調理パネルの厚みは約４ｍｍである。商業用調理パネルについて示され、ま
た実施例中に与えられるような透過率は、他の値の記述がない限り、この厚みに関するも
のである。ローラによる成形によって調理パネルを作製する場合、大抵の場合、製造中の
強度を低下させる損傷から保護するためにこぶ（knobs）を底面に設ける。多くの場合、
カラーディスプレイの帯域内のクックトップ又はハブの底面は、こぶにより生じる光学的
ひずみを回避するために、透明な有機ポリマーによって平滑にされる。平滑な底面を有し
かつこぶを有しないクックトップ又はハブでは、カラーディスプレイがひずまず、より明
るく見える。
【００３２】
　温度耐性に対する需要に応じるために、調理パネルは、本発明に従って、１×１０－６

／Ｋ未満、好ましくは（０±０．３）×１０－６／Ｋの低熱膨張係数を特徴とする。
【００３３】
　本発明によれば、透明なカラー調理パネルは、酸化ヒ素及び／又は酸化アンチモンを清
澄剤として使用しない組成を特徴とし、それゆえ、安全性及び環境保護の側面に基づくこ
れらの有害な成分を技術的に含まない。一般に、これらの成分は５００ｐｐｍ未満の量で
存在する不純物である。
【００３４】
　カラー表示能力が改善された透明な有色調理パネルを製造する本発明の方法は、高温石
英混合結晶を主な結晶相として有するガラスセラミックを形成すること、並びに、避ける
ことのできない極微量を除いては、化学的清澄剤用の酸化ヒ素及び／又は酸化アンチモン
を回避し得るか又はそれらを回避すること、並びに、４５０ｎｍを超える可視光の全波長
範囲内のクックトップ又はハブの透過率が０．１％超に定められ、可視光における光透過
率が０．８％～２．５％に定められ、１６００ｎｍの赤外線における透過率が４５％～８
５％に定められることを特徴とする。
【００３５】
　気泡特性を改善するために、使用されるＳｎＯ２以外にさらに、ＣｅＯ２、硫酸塩化合
物、ハライド化合物等のさらなる清澄剤を使用してもよい。それらの含有率は通常、１重
量％の量に限定される。調理パネルの製造中、１０個未満の気泡数が良好な気泡特性であ
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ると考えられ、好ましくは（０．１ｍｍより大きい気泡サイズに基づき）ガラス１ｋｇ当
たり気泡が５個未満であることが好ましい。
【００３６】
　調理パネル又はクックトップ又はハブの透過率は好ましくは以下に示した値：
４５０ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
５００ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
５５０ｎｍにおいて０．２５％より大きく、
６３０ｎｍにおいて３％～９％であり、
１６００ｎｍにおいて５０％～８０％であり、
及び可視光範囲内での光透過率は１．０％～２．０％に設定される。
【００３７】
　これらの値でカラー表示能力はさらに改善され、透過スペクトルに対する様々な需要が
さらに最適化され得る。光透過率が１．７％未満である場合、ガラスセラミッククックト
ップ又はハブの下の技術設備のさらに改善された被覆率、及び反射光における黒色のとり
わけ審美的な外観が、達成されると考えられる。３％～９％の６３０ｎｍでのクックトッ
プ表面の透過率は、市販のクックトップ又はハブの許容範囲に適合する。通常の赤色ＬＥ
Ｄディスプレイの外観が、クックトップ又はハブの本発明による調理表面でも変化しない
ようにこれらの値を調整することは、有益である。
【００３８】
　クックトップ表面の透過率の好ましい実施形態が以下の値：
４００ｎｍにおいて０．１０％より大きく、
４５０ｎｍにおいて０．１５％より大きく、
５００ｎｍにおいて０．２５％より大きく、
５５０ｎｍにおいて０．３０％より大きく、
６３０ｎｍにおいて３％～９％であり、
１６００ｎｍにおいて５０％～８０％であり、
及び可視光範囲内での光透過率が１．０％～１．７％に設定された場合、表示性能はさら
に改善される。
【００３９】
　本明細書では調理表面とも呼ばれるクックトップやハブに関して、本発明によると、ガ
ラスセラミックの組成は、酸化物に基づく重量％で、
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　３．０～４．２
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　０．２～１．５
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　０～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０～２
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　１９～２３
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　６０～６９
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　２．５～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　０．５～２
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　０～３
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　０．１～０．６未満
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　３．８～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０６
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　０．０３～０．２
から本質的になり、
１＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜８
である。
【００４０】
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　「から本質的になる」という用語は、挙げられる成分が、全組成の少なくとも９６％で
あり、概して９８％であることを意味する。Ｆ、Ｃｌ、アルカリ金属であるＲｂ、Ｃｓ等
の複数の元素又はＨｆのような元素は、原材料の工業的に使用される混合物中の共通の不
純物である。例えば元素Ｇｅ、希土類、Ｂｉ、Ｗ、Ｎｂ、Ｔａ及びＹ等の他の化合物を少
量添加してもよい。
【００４１】
　０．０１重量％～０．０６重量％の量のＶ２Ｏ５カラー酸化物に加えて、呈色を助ける
ために、着色用のクロム、マンガン、コバルト、ニッケル、銅、セレン、希土類、モリブ
デン化合物等のさらなる成分を使用してもよい。これらの化合物は一般的に赤外線におけ
る透過率を下げるため、それらの含有率は最大約１重量％の量に限定される。さらに、こ
れらのより高次の多価化合物は、酸化還元反応を介するＶ２Ｏ５の着色を妨げ、また透過
率の背景を複雑にするおそれがある。
【００４２】
　５０ｐｐｍ～４００ｐｐｍのＮｄ２Ｏ３の添加によって、ガラスセラミッククックトッ
プ又はハブを特徴づけることが可能である。８０６ｎｍの近赤外線におけるＮｄの吸収バ
ンドは、ガラスセラミックの高透過率の範囲内であり、透過スペクトルに極めて特有のも
のである。これにより、クックトップ又はハブの材料を製造業者に問題なく割り当てるこ
とができ、光学破片検出法（optical shard detection methods）によって、良好なリサ
イクルが可能である。
【００４３】
　クックトップ又はハブの本発明による製造に係る出発ガラスの含水率は、原材料の混合
物及び溶融中のプロセス条件の選択に応じて決まり、通常０．０１５ｍｏｌ／ｌ～０．０
６ｍｏｌ／ｌである。これは、最初のガラスに関して０．１６ｍｍ－１～０．６４ｍｍ－

１のβ－ＯＨ値を満たす。
【００４４】
　好ましい提示された限度内のＬｉ２Ｏ、Ａｌ２Ｏ３及びＳｉＯ２の酸化物は、高温石英
混合結晶の不可欠な成分である。Ｌｉ２Ｏの最小含有率は３重量％であることが要求され
るが、製造プロセス中にＬｉ２Ｏ含有率が４．２重量％を超えると多くの場合、意図する
ことなく失透がもたらされる。３．２重量％～４．０重量％の含有率がとりわけ好適な結
果を導く。出発ガラスの粘度が高くなることを避けるために、また造形中のムライトの望
ましくない失透傾向の抑制のために、Ａｌ２Ｏ３含有率は好ましくは、最大２３重量％、
とりわけ、特に２２重量％に限定される。ＳｉＯ２含有率は、この成分がガラスの粘度を
大幅に増大させるため、最大値として６９重量％であるものとする。好ましくは、この成
分は、６８重量％又はさらには６７重量％の最大値にさらに限定されるであろう。
【００４５】
　ガラスの良好な溶融結果及び低い形成温度又は成形温度について、ＳｉＯ２の含有率が
高いほど非経済的である。ＳｉＯ２の最小含有率は、耐薬品性及び温度耐性等の要求され
る調理表面特性に有益であるため、６０重量％、好ましくは６２重量％であるものとする
。
【００４６】
　ＭｇＯ、ＺｎＯ及びＰ２Ｏ５等のさらなる成分を、高温石英混合結晶に添加してもよい
。亜鉛スピネル（ガーナイト）等の望ましくない結晶相のその問題となる形成に起因して
、セラミック化プロセス中のＺｎＯ含有率は、最大２．０重量％の値に限定され、好まし
くは最大で１．８重量％である。他の場合にはガラスセラミックの膨張係数を許容できな
いほど増大させるため、ＭｇＯ含有率は最大で１．５重量％に限定され、最大で１．２重
量％までであることが好ましい。一般的には、ガラスセラミックの熱膨張が負の値にまで
低下しないように、０．１重量％のＭｇＯの最小含有率が必要とされる。
【００４７】
　アルカリ金属酸化物であるＮａ２Ｏ、Ｋ２Ｏ、及び同様にアルカリ土類金属酸化物であ
るＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ及びＢ２Ｏ３の添加は、ガラスの造形中の可融性及び失透安定
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性を改善させる。しかしながら、これらの成分は結晶相中に組み込まれず、ガラスセラミ
ックの残留するガラス相中に本質的に残るため、含有率を限定する必要がある。過剰な含
有率は、ガラスセラミックの熱膨張を許容できないほど増大させ、ガラスセラミックへの
結晶性初期ガラスの変換中の結晶化挙動に、とりわけ高速セラミック化を犠牲にするよう
な影響を及ぼす。また、より大きい含有率は、ガラスセラミックの時間／温度負荷容量に
対する悪い影響を与える。アルカリ金属酸化物であるＮａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏの合計は、少なく
とも０．２重量％であるものとし、好ましくは最小で０．４重量％かつ最大で１．５重量
％であり、好ましくは最大で１．２重量％である。
【００４８】
　アルカリ土類金属酸化物であるＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯの合計は、最大で４重量％であ
るものとし、好ましくは最小で０．２重量％である。上述のアルカリ金属及びアルカリ土
類金属は、結晶間の残留ガラス相中のみならず、ガラスセラミックの表面上でも濃縮する
。セラミック化中に、結晶をほとんど含まず、これらの元素が豊富で、かつ、リチウムが
欠乏する、約２００ｎｍ～１０００ｎｍの厚いガラス質の表面層が生じる。このガラス質
の表面層は、ガラスセラミックの耐薬品性に対する好ましい効果を有する。
【００４９】
　Ｐ２Ｏ５の添加は、最大３重量％であってもよく、好ましくは１．５％に限定される。
Ｐ２Ｏ５の添加は耐失透性に好ましい。より大きいレベルは、耐酸性に対する好ましくな
い効果を示す。
【００５０】
　ＴｉＯ２、ＺｒＯ２及びＳｎＯ２は、成核剤又は種剤として必要とされる。核形成中の
セラミック化プロセスでは、高温石英混合結晶の成長に関して結晶化法中の表面として作
用する高密度の種結晶を生成する。０．６重量％の合計よりも大きいレベルでは、失透安
定性が低下する。これは、とりわけ、ＳｎＯ２成分を０．６重量％未満の値に限定するこ
とにも当てはまる。より高い濃度は、造形プロセスにおける接触材料（例えばＰｔ／Ｒｈ
）でのＳｎ含有結晶相の結晶化を導くため、絶対に回避されねばならない。より高い含有
率では、ガラス製造中の混合物の溶融挙動が低下し、ＺｒＯ２含有結晶の形成に起因する
造形における失透安定性が大いに影響を受ける可能性があるため、ＺｒＯ２含有率は２重
量％に限定され、好ましくは１．８重量％であり、さらに好ましくは最大で１．６重量％
に限定される。ＺｒＯ２の最小含有率は、高セラミック化速度に有利なものとするため、
０．５重量％であり、好ましくは０．８重量％であるものとする。ＴｉＯ２含有率は、２
．５重量％～４．０重量％、好ましくは少なくとも２．８重量％である。より大きなセラ
ミック化速度を達成するための高速核形成を確実なものとするため、最小量を下げてはな
らない。含有率は４重量％を超えてはならず、そうでない場合には、失透安定性が低下す
ると考えられる。
【００５１】
　驚くべきことに、ここで、ＴｉＯ２、Ｖ２Ｏ５及びＳｎＯ２の厳密に規定された含有率
と組み合わせて６００ｐｐｍから、好ましくは７００ｐｐｍからのＦｅ２Ｏ３含有率が、
透過率の過程、即ち透過スペクトルに影響を及ぼし得ることが見出された。Ｆｅ２Ｏ３、
とりわけ二価のＦｅ２＋の割合がＩＲ透過率に悪影響を及ぼすため、Ｆｅ２Ｏ３含有率は
、最大で０．２重量％、好ましくは０．１８重量％であるものとする。０．０８重量％～
０．１５重量％のＦｅ２Ｏ３含有率が特に好ましい。Ｖ２Ｏ５及びその酸化還元パートナ
ーＳｎＯ２とのカラー酸化物Ｆｅ２Ｏ３の組合せは、より少量の高価で有害な分類の染料
Ｖ２Ｏ５とうまく協調する。また４５０ｎｍからの低波長における透過率に対する要求、
仕様を満たす光透過率、赤外線透過率、及び透過率等のさらなる需要も、６３０ｎｍで保
たれている。酸化バナジウムで着色される既知のカラーガラスセラミックと比較した透過
率曲線は、可視光の範囲内で平坦になってきている。高価でまた有害な物質である無害で
ない着色剤Ｖ２Ｏ５の含有率を減少させるために、Ｆｅ２Ｏ３含有率が少なくともＶ２Ｏ

５含有率と同じくらい大きく、それゆえ条件
　　１＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜８
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を満たしている必要がある。
【００５２】
　それゆえ、着色用の酸化物Ｆｅ２Ｏ３は定量的に主な着色剤であり、含有率はＶ２Ｏ５

の含有率の２倍であることが好ましい。したがって、より安い原材料混合物を使用するこ
とも可能である。Ｖ２Ｏ５含有率を減少させるのに寄与する他の成分は、ＳｎＯ２及びＴ
ｉＯ２である。したがって、本発明による透過率の設定のために、Ｖ２Ｏ５、ＳｎＯ２、
ＴｉＯ２及びＦｅ２Ｏ３を或る特定の狭い限定内で調整することが必要である。とりわけ
、ＴｉＯ２含有率は、或る特定の最小量を超えていなければならない。
【００５３】
　本発明によるＦｅ２Ｏ３、ＴｉＯ２、Ｖ２Ｏ５及びＳｎＯ２の含有率に基づき、仕様の
光透過率、高赤外線透過率、及び様々な色のＬＥＤディスプレイに関する望ましい改善さ
れた表示能力を兼ね備える標準的な赤色ＬＥＤに関する表示能力等の透過スペクトルに関
連する要件を全て満たすことが可能である。
【００５４】
　Ｆｅ２Ｏ３の添加のさらなる重要な結果として、これが清澄を本質的に助けていること
が見出された。ＳｎＯ２清澄剤と組み合わせて、また、Ｆｅ２Ｏ３は酸素を生じることに
より、Ｆｅ２＋に還元される。清澄作用に関する有意な反応は、溶融物の温度と共に増大
する。１７００℃よりも高く、その後１７５０℃よりも高い温度における溶融物の温度処
理はそれゆえ、気泡特性に関して、さらに改善された結果をもたらす。ＳｎＯ２と組み合
わせた補助的な清澄剤としてのＦｅ２Ｏ３の添加は、かなり有益であり、含有率はＳｎＯ

２含有率の少なくとも２０％であるものとする。
【００５５】
　経済的な生産に関して、出発ガラスの高速セラミック化が要求される。このプロセスで
は、好適な選択される組成によって核形成速度及びセラミック化速度を増大させることが
必要である。ここで、Ｐ２Ｏ５の含有率は小さい値で選ぶ必要があるものの、核形成速度
を増大させるために、成核剤であるＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２の濃度を増大させるこ
とが有益であることが証明された。さらに、クックトップ表面のセラミック化中に起こる
ひずみが限定要因である。大規模セラミック化炉は、或る特定の温度不均質性を示し、そ
れゆえ、結晶化中の結晶性ガラスの上部及び下部での温度を完全に等しく設定することが
難しい。数℃のわずかな温度差が、より高い温度を有するクックトップ又はハブの側面で
の、より早い結晶化につながる。約１％の結晶化線収縮(linear crystallization shrink
age)と連関して、その後、ひずみが生じると考えられる。通常、商業用の調理表面は、そ
れらの対角線寸法の０．１％未満のひずみに特徴づけられる。
【００５６】
　高速セラミック化プログラム中にこのひずみを最小限にするために、Ｌｉ２Ｏ、ＳｉＯ

２等の結晶相形成成分のパーセンテージ、同様に、アルカリ金属酸化物であるＮａ２Ｏ及
びＫ２Ｏ、並びにアルカリ土類金属酸化物であるＣａＯ、ＳｒＯ、ＢａＯ等のガラスセラ
ミックの残留ガラス相を構成する成分の割合を最小限にすることが好ましいことが判明し
た。高温石英混合結晶相の割合は有益には、７０重量％未満であり、約６０重量％～７０
重量％である。セラミック化中、ガラスセラミックパネルはフラットベースプレート上に
ある。残留ガラス相の割合の増大及び結晶相比率の減少に起因して、高温における粘性流
中に生じるひずみは、ガラスセラミックパネルがフラットベースプレート上にあるため減
少する。
【００５７】
　好ましくは、本発明のクックトップ表面は初めのガラスの高速セラミック化性能を考慮
して、ガラスセラミックの組成は、酸化物に基づく、重量％で：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　３．２～４．２
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　０．２～１．５
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ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　０～１．５
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　０．１～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　０～２
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０～１
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　１９～２３
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　６０～６８
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　２．８～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　０．８～１．８
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　０～１．５
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　０．１～０．６未満
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　４．４～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０５
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　０．０７～０．１８
を含有し、かつ、以下の要件を満たす：
２＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜６。
【００５８】
　高速セラミック化性能は、２時間未満の継続時間でのガラスセラミックの結晶化のため
の熱処理であるが、８０分未満であることが好ましいと理解される。
【００５９】
　本発明によるセラミック化のためのプロセスでは、熱により緩和された結晶性出発ガラ
スを、３分～３０分以内に約６８０℃の温度範囲にまで加熱する。要求される高加熱速度
を大規模ローラ炉（roller furnaces）内で実現することができる。約６８０℃のこの温
度範囲は、ガラスの転移温度に近似的に相当する。この温度より高い約８００℃までは、
高核形成速度の範囲である。１０分～３０分の間に核形成の温度範囲を上回る。その後、
結晶核を含有するガラスの温度を、高温石英混合結晶相の高結晶成長速度を特徴とする８
５０℃～９５０℃の温度まで５分～３０分以内に上昇させる。最大温度を最大２０分維持
する。それにより、ガラスセラミックの構造が均質化し、光学特性、物理特性及び化学特
性が設定される。得られるガラスセラミックを、約１０℃／分の冷却速度によって８００
℃まで冷却し、その後、室温まで急冷させる。
【００６０】
　ＢａＯの供給源として使用される原材料、例えば、硝酸バリウム又は塩化バリウムは、
環境上有害であり、使用する際には特別な対策を必要とする。さらに、ＢａＯは、ガラス
セラミックの密度と共にクックトップの重量を増大させる。ＢａＯ含有率を減少させるた
めに、又はそれゆえ、不純物を除いてそれを完全に除去するために、ＢａＯを化学的に類
似のアルカリ土類金属酸化物であるＣａＯ及びＳｒＯで置き換えることが有益であると判
明した。この場合、ＣａＯの含有率は０．２重量％～１重量％であるものとし、ＳｒＯの
含有率は０．１重量％～１重量％であるものとする。
【００６１】
　経済的に製造するため、結晶性出発ガラスは、容易に溶融可能であり、高耐失透性を示
すものとする。加工温度（ＶＡ）は、１３２０℃未満、好ましくは１３１０℃未満である
ものとする。失透の上限は、少なくとも加工温度よりも少なくとも３０℃、好ましくは少
なくとも５０℃低いものとする。失透に関して、重要な結晶相は、ムライト（ケイ酸アル
ミニウム）、バデライト（ＺｒＯ２）及びＬｉ２Ｏ－Ａｌ２Ｏ３－ＳｉＯ２混合結晶、並
びにＳｎＯ２を含有する結晶相である。耐失透性を鑑み、より大きいレベルのＬｉ２Ｏ、
Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＺｒＯ２及びＳｎＯ２は好ましくない。溶融ガラスの粘度を減少
させるために、アルカリ金属酸化物であるＮａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ、アルカリ土類金属酸化物で
あるＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯのレベルをより大きい値で使用する一方で、ＳｉＯ２、Ａｌ

２Ｏ３、ＺｒＯ２の含有率を減少させることが必要であることが証明された。
【００６２】
好ましくは、これを考慮に入れた上で、本発明によると、調理表面は、酸化物に基づく重
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量パーセントで以下の組成：
Ｌｉ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　３．２～４．０
Ｎａ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　０．２～１
Ｋ２Ｏ　　　　　　　　　　　　　　０．１～１
Σ　Ｎａ２Ｏ＋Ｋ２Ｏ　　　　　　　０．４～１．２
ＭｇＯ　　　　　　　　　　　　　　０．１～１．２
ＣａＯ　　　　　　　　　　　　　　０．２～１
ＳｒＯ　　　　　　　　　　　　　　０～１
ＢａＯ　　　　　　　　　　　　　　０～３
Σ　ＣａＯ＋ＳｒＯ＋ＢａＯ　　　　０．２～４
ＺｎＯ　　　　　　　　　　　　　　０～１．８
Ｂ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　　０～１
Ａｌ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　１９～２２
ＳｉＯ２　　　　　　　　　　　　　６２～６７
ＴｉＯ２　　　　　　　　　　　　　２．８～４
ＺｒＯ２　　　　　　　　　　　　　０．５～１．６
Ｐ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　０～１．５
ＳｎＯ２　　　　　　　　　　　　　０．１～０．５
Σ　ＴｉＯ２＋ＺｒＯ２＋ＳｎＯ２　４．２～６
Ｖ２Ｏ５　　　　　　　　　　　　　０．０１～０．０５
Ｆｅ２Ｏ３　　　　　　　　　　　　０．０８～０．１５
を有し、
２＜Ｆｅ２Ｏ３／Ｖ２Ｏ５＜６
である。
【００６３】
　設定対象であり、かつ、溶融プロセス中に実施される、結晶性出発ガラスの還元条件は
、ガラスセラミックの所望の透過スペクトルに対して有益な効果を顕すことが示された。
透過率について言及した種々の需要はそれゆえ、より容易に満たされ得る。１ｂａｒの平
衡酸素分圧ｐＯ２は、１５８０℃を超え、好ましくは１６４０℃を超える温度で達成され
るものとする。この温度が高くなるほど、得られる調整されたガラスが還元し、Ｓｎ２＋

、Ｆｅ２＋及びＴｉ３＋等のより小さい価数の多価成分の含有率が増大する。これは、酸
化バナジウムのカラー効果を高める。
【００６４】
　平衡酸素分圧ｐＯ２に関する本発明の温度では、より低いＶ２Ｏ５含有率によって本発
明の透過率曲線を調整することが可能である。０．０４重量％未満、好ましくは０．０３
重量％未満であることが必要である。また、バナジウムは高価な原材料であるため、Ｖ２

Ｏ５の含有率を最小限にすることは経済的に有益である。
【００６５】
　この平衡酸素分圧ｐＯ２は、粉末形態及び／又は液体形態の還元剤を出発混合物に添加
することに基づいて溶融中に設定され得る。金属、炭素及び／又は酸化可能な炭素化合物
又は金属化合物、例えば、Ａｌ粉末若しくはＳｉ粉末、砂糖、木炭、ＳｉＣ、ＴｉＣ、Ｍ
ｇＳ、ＺｎＳが、この目的に好適である。形成ガス等のガス状還元剤も好適である。上述
の還元剤は、溶融物のｐＯ２を低下させるのに、また平衡酸素分圧に望ましい値を調整す
るために好適なものである。
【００６６】
　平衡酸素分圧ｐＯ２を調整する好ましい方法は、１７００℃を超える、好ましくは１７
５０℃より高い温度におけるガラス溶融物の温度処理である。この温度処理は、高温清澄
で有益に実施することができ、大規模では１ｋｇ当たり１０個未満、好ましくは５個未満
の気泡の、所望の少ない気泡数を達成することを可能にする。ＳｎＯ２は、１７００℃を
超える高温での清澄に要求される酸素の放出を増大させる清澄剤であるため、清澄効果は
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極めて有意なものである。これは、さらなる清澄剤Ｆｅ２Ｏ３にも当てはまる。よって、
両者の組合せが、気泡特性のさらなる改善をもたらし、及び／又は工業用ガラス溶融容器
におけるより高いガラススループットを可能にする。清澄に対するＦｅ２Ｏ３の寄与は、
含有率が、使用される清澄剤ＳｎＯ２の少なくとも２０重量％である場合に有意であると
考えられる。それゆえ、平衡酸素分圧ｐＯ２を好ましい値に設定することによって、本発
明の利点と良好な清澄効果の利点を併せ持つことができる。この機構は、高温で、ガラス
溶融物中に発生し、かつ、ガラス溶融物から出るＯ２清澄気泡を生成することによって、
他の溶解したさらなる気体も除去する。清澄中に放出した酸素を溶融物から全て除去する
ような十分な時間が与えられる場合、平衡酸素分圧ｐＯ２が１ｂａｒの値を示す温度は、
処理中の最大温度に適合する。工業用ガラス溶融プロセス中のこの平衡及び時間理由に起
因して用いられる流量が、十分に達成されないため、常に、或る特定量の酸素清澄気泡が
溶融物中に残留し、冷却中に吸収されると考えられる。さらに、最大温度から開始して形
成温度又は成形温度ＶＡに至る溶融物の冷却プロセス中に、酸素は少量、環境から再び吸
収される。その結果として、１ｂａｒの平衡酸素分圧ｐＯ２の測定温度は、溶融物におけ
る最大温度に適合せず、それよりも低い。他には、還元添加剤を添加する。
【００６７】
　好ましくは、カラー表示能力が改善された本発明の調理表面の下に、通常の赤色ＬＥＤ
又はディスプレイの代わりに又はこれに加えて、青色、緑色、黄色、橙色又は白色のよう
な１つ又は複数の異なる色のＬＥＤが配置される。カラーディスプレイは、通常、ＬＥＤ
からなる発光電子部品から構成される。クックトップ表面の底面は、旧来型のこぶが設け
られていてもよく、滑らかなデザインであってもよい。
【００６８】
　調理表面の加熱は、輻射加熱器、ハロゲン加熱器、誘導加熱又はガスによって成し遂げ
ることができる。全てのタイプ、例えば、点状又は二次元のディスプレイも可能である。
【００６９】
　調理表面は、フラットパネルとして形成することができるだけでなく、例えば、湾曲す
るか、角度があるか又はカーブしたパネルを使用し得るように三次元的にも造形すること
ができる。パネルは、直角又は他の形態で、並びに平らな領域に加えて、例えば中華なべ
等の三次元的に造形された領域でも利用可能であり得る。
【００７０】
　以下の実施例を用いて本発明をさらに説明する。
【実施例】
【００７１】
　表１には、結晶性出発ガラスの化合物及び特性を挙げる。
【００７２】
　ガラス番号１～１２は本発明によるガラスであり、ガラス番号１３は、市販のセラミッ
クガラスの組成を満たす、本発明を逸脱する比較用のガラス、例えば、ＳＣＨＯＴＴ Ａ
Ｇからのセラミッククックトップ又はＣｅｒａｎ　Ｓｕｐｒｅｍａ（登録商標）ハブであ
る。原材料の大規模の混合物中の典型的な不純物のために、組成は合計しても正確に１０
０重量％にはならない。典型的な不純物は、意図的に組成に入れなくても、典型的に０．
０５重量％未満のＦ、Ｃｌ、Ｂ、Ｐ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｈｆである。多くの場合、これらは、
化学的に関連する成分に係る原材料により混入され、例えば、Ｎａ及び／又はＫ原材料を
用いてＲｂ及びＣｓ、又はＢａ原材料を用いてＳｒが混入され、逆もまた同様である。
【００７３】
　ガラスの含水率は、０．３２ｍｍ－１～０．５３ｍｍ－１のβＯＨ値に従い０．０３ｍ
ｏｌ／ｌ～０．０５ｍｏｌ／ｌである。
【００７４】
　また、転移温度Ｔｇ、加工温度ＶＡ、失透温度及び密度等のガラス質状態の特性を、表
１に挙げる。同じ組成のガラスでは、清澄温度を変えても、これらの特性が同じままであ
る。
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【００７５】
　失透温度を測定するために、ガラスをＰｔ／Ｒｈ１０るつぼ内で溶融する。続いて、る
つぼを５時間、加工温度ＶＡの範囲内の様々な温度で維持する。最初の結晶がガラス溶融
物の接触表面上にるつぼ壁方向に生じる最大温度が、失透温度を決定する。
【００７６】
　さらに、溶融物の最大温度、及びそれに関する時間、並びにｐＯ２が１ｂａｒの値に達
する測定温度を表１に挙げる。ｐＯ２の測定は、温度の関数として再溶融ガラスにおいて
既知の様式で実施し、平衡酸素分圧ｐＯ２＝１ｂａｒである温度を求めた。ｐＯ２の測定
において、ｐＯ２は、酸素を環境と交換しない限り、温度の関数であり、可逆的に依存す
る。
【００７７】
　図１は、ガラス番号９に関して、ｐＯ２の測定結果（Ｔ）、及び特徴温度Ｔ（ｐＯ２＝
１ｂａｒ）の決定を示す。平衡酸素分圧の温度Ｔ（ｐＯ２＝１ｂａｒ）に近い高温におけ
るガラス溶融物が既に酸素を環境に排出し始めていたため、このことは、この特徴温度の
値が変化することを意味する。したがって、測定中、ガラスの温度は、特徴温度Ｔ（ｐＯ

２＝１ｂａｒ）より約４０℃低い温度まで上がり、この値は、１／Ｔに比例して測定され
る直線記録ｐＯ２を外挿することによって求めた（図１を参照）。
【００７８】
　ガラス産業において一般的に使用される従来の原材料を有する表１の出発ガラスを、約
１６２０℃の温度で４時間溶融させた。焼結シリカガラスからなるるつぼ内における混合
物の溶融後、溶融物を、内部るつぼがシリカガラスからなるＰｔ／Ｒｈるつぼ内に移し、
３０分間撹拌することによって１５５０℃の温度で均質化した。この均質化後、清澄のた
めの種々の温度処理を実施した。最大溶融温度及び／又は清澄温度並びに時間を表１に示
す。
【００７９】
　ガラス番号２、３、５、６、８、１０、１１、１３を２時間１６４０℃で清澄させた。
その後、約１４０ｍｍ×１００ｍｍ×３０ｍｍのサイズの断片を形成した。
【００８０】
　良好な気泡特性を達成するため、かつ特定温度Ｔ（ｐＯ２＝１ｂａｒ）に従って還元条
件を調整するために、ガラス番号１、４、７、９、１２及び比較用ガラスを、表１に示し
た温度及び時間における高温清澄にかけた。清澄した溶融ガラスを注ぎ出す前に、温度を
約１７００℃に下げた。冷却炉内での応力（tension）を回避するために、キャストした
ガラスを、ガラスの転移温度より約２０℃低い温度から開始して室温まで冷却させた。こ
れらの成形断片から、測定用の試験サンプルを調製した。
【００８１】
　気泡特性に関する高温清澄の好ましい影響はまた、研究室での溶融物にも反映される。
研究室での溶融物における気泡数の絶対値は、技術的な理由（研究室での溶融物における
体積に対する表面積の異なる比率）から、大規模溶融物の値より大きい範囲である。相対
的差異が意義のあるものである。従来１６４０℃付近で清澄した溶融物は、ガラス１ｋｇ
当たり約１０００個～５０００個の気泡を示すが、高温清澄では、１ｋｇ当たり約２００
個～２０００個の気泡を示す。同様の組成に基づき、高温清澄はより良好な値をもたらす
。大規模プロセスでは、これらの値に基づき、ガラス１ｋｇ当たり気泡が１０個未満であ
るという望ましい特性が達成され得る。
【００８２】
　ガラス番号１、２、３並びに７、８及び９、１０は、同様の組成を有するが、種々の方
法で溶融させた。ガラス番号１は高温清澄プロセスにかけた。ガラス番号３は、同じ温度
で清澄させたガラス番号２と比較して、出発混合物への１重量％の糖の添加によってより
還元状態へと調整させた。したがって、平衡酸素分圧に関する温度が異なる。しかしなが
ら、同じ条件下の結晶性出発ガラスの関連する種々の還元条件に起因して、得られるガラ
スセラミックの透過率が異なる。溶融物の最大温度が低い場合には、等しい透過率を得る
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ために、より大きいレベルのＶ２Ｏ５又はより高いセラミック化温度が必要とされる。
【００８３】
　清澄及び１４ｌ容のＰｔ／Ｒｈ１０るつぼ内における１６００℃での５０時間の放置後
、ガラス番号１、４、比較用ガラス番号１３、並びに商業的に製造されたガラスセラミッ
クＣｅｒａｍｉｃ　Ｃｏｌｏｒ（登録商標）の断片を、研究室圧延設備によりクックトッ
プに典型的なパネルへと造形した。研究室ローラは、元の製造ローラを短縮したものから
なる。下部ローラは、従来のこぶ付き調理表面の底面の製造用に構成した。応力を低減さ
せるために、冷却後の約２００ｍｍ幅、４ｍｍ厚及び２ｍ長の得られるガラスバンドから
、測定用の試験サンプル、及び高速セラミックプロセスにおける平面度試験用の寸法１８
ｃｍ×１８ｃｍ×４ｍｍのパネルを調製した。パネルは、均質で制御可能な上部加熱及び
下部加熱を伴う研究室炉に入れ、平坦なセラミックベースプレート上でセラミック化した
。それを、７５０℃まで１０℃／分、保持時間１５分で加熱した。その後、加熱を９００
℃まで４℃／分、保持時間１５分で続け、室温まで急冷させた。全プログラムを通じて、
下部表面に比べて炉内の上部温度を、６℃上げた。こうして、セラミックプレートを意図
的にドーム形状に変形させた。比較用ガラス番号１３に関する平面からのずれは、２．１
±０．２ｍｍ（６回の試験）、Ｃｅｒａｍｉｃ　Ｃｏｌｏｒ（登録商標）では０．６±０
．１ｍｍ（４回の試験）であり、ガラス番号１及び４では両方とも０．５±０．１ｍｍ（
３回の試験）であった。大規模で生産されたガラスセラミック材料であるＣｅｒａｍｉｃ
　Ｃｏｌｏｒ（登録商標）が８０分未満以内に、要求される平面度を伴ってセラミック化
し得ることが示されたため、これも、実験での相対比較に基づき本発明によるガラスに有
効である。
【００８４】
　表２は、得られたガラスセラミック及び比較用のセラミックのセラミック化条件及び特
性を示す。出発ガラスのセラミック化は、以下の時間／温度プログラムによって実行し、
Ｔｍａｘ及びｔｍａｘの値を表２に示す。
【００８５】
　セラミック化プログラム１：
　ａ）室温から６８０℃まで１５分以内に加熱すること、
　ｂ）７５０℃まで１０℃／分、７５０℃における１５分の保持時間で加熱すること、８
００℃まで４℃／分で加熱することによって、６８０℃から８００℃に３４．５分以内に
温度を上昇させること、
　ｃ）８００℃からＴｍａｘまで及び保持時間ｔｍａｘ分で、加熱速度４℃／分において
温度を上昇させること、
　ｄ）１０℃／分で８００℃に冷却すること、その後、室温まで急冷すること。
【００８６】
　セラミック化プログラム２：
　ａ）室温から６８０℃まで５分以内に加熱すること、
　ｂ）７３０℃まで１０℃／分で加熱すること、８００℃まで５℃／分でさらに加熱する
ことによって、６８０℃から８００℃に１９分以内に温度を上げること、
　ｃ）８００℃からＴｍａｘまで及び保持時間ｔｍａｘで、加熱速度５℃／分において温
度を上昇させること、
　ｄ）１０℃／分で８００℃に冷却すること、その後、室温まで急冷すること。
【００８７】
　比較用ガラスセラミックのサンプル番号２及び４に関して、出発ガラスにおいて設定さ
れるｐＯ２値は、本発明による光透過率を明示しない。これらのサンプルは同じセラミッ
ク化条件下で作製したものであるため、このことから、サンプル番号１と比較して、酸化
還元状態設定の影響が証明される。これは、セラミック化条件の調整によって補正するこ
とができる（サンプル番号３及び５）。サンプル番号１～５の出発ガラス番号１、２及び
３は、同じ組成を有し、溶融プロセス中に設定した酸化還元状態のみが異なる。
【００８８】
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　平均微結晶サイズ値及び高温石英混合結晶部分は、ｘ線回折によって求めた。サンプル
は、主な結晶相である高温石英混合結晶の含有率に起因して、室温～７００℃の温度範囲
内で測定される所望の極めて小さい熱膨張値を有する。種々の波長における透過率、また
光透過率（「明度」Ｙと同じ意味を有する）に特徴的な本発明の値を表に挙げる。パネル
の値は磨き板上で求め、典型的な調理表面の厚みは４ｍｍとする。光学測定は、標準光Ｃ
（２度）によって行った。
【００８９】
　さらなるサンプル番号１８では、ガラス番号１による組成物を大規模で約１７７０℃に
おける１５分間の高温清澄によって溶融し、温度を平衡酸素分圧ｐＯ２＝１ｂａｒについ
て１６１０℃に設定した。このガラスの気泡特性は優れており、ガラス１ｋｇ当たり気泡
は３個未満であった。形成プロセス中、こぶを有する４ｍｍ厚のリボンを作製し、応力を
回避するために、冷却炉又は焼きなまし用炉内で冷却させた。５００ｍｍ×５００ｍｍ×
４ｍｍのサイズのこのガラスリボン調理表面を切断し、工業用ローラ炉内でセラミック化
した。セラミック化プログラムはプログラム２（表２）に対応させ、結晶性ガラスパネル
をフラットセラミックベースプレート上に置いた。得られるガラスセラミックは、対角線
寸法において０．１％未満の極めて良好な平面度を有していた。図２において、本発明に
よるこのガラスセラミックの透過率曲線を、サンプル番号１７の比較用ガラスセラミック
及び本発明のサンプル番号１９と対峙させる。本発明に不可欠である４００ｎｍ～６００
ｎｍの可視光の波長範囲内で、表示能力を増大させるのに有益な本発明のガラスセラミッ
クの透過率曲線は、０．１％を超える値及び３５０ｎｍ未満の良好なＵＶ遮断を示す。
【００９０】
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【表１】

【００９１】
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【表２－１】

【００９２】



(24) JP 5738190 B2 2015.6.17

10

20

30

40

【表２－２】
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